
アメリカにお ける現 在 フォー ク・ミュー ジソク事 情

その研究史と芸術性 について

勝 部 章 人

最近 アコー ステ ィック楽器 を使 って演奏 されるアイル ラン ドや北欧 などのフ ォー ク調

の音楽が、欧米の音楽 シー ンを彩っているようである。 また ロック ・ミュー ジ ックの中

で も、"ア ンプ ラグ ド"と呼ばれ、今 まで多 くの ミュージシャンが使 って きたエ レク トリ

ック楽器のプ ラグを抜 いて、一度原点 に立 ち戻 り、ア コース ティック楽器 を使ってフ ォ

ー ク調 の演奏 を している もの も目につ くよ うにな って きた
。 これ らの現 象は、1960年 代

に一世 を風靡 したいわゆるフ ォー クソング ・ブーム を彷彿 とさせ 、当時ほ どではない と

して も、 この種の音楽の静 かなブームの再来 を想わせ るもの であ る。

ところで、 この よ うにア コー ステ ィック楽器 を用いて演奏 され る音楽 は確か に、フ ォ

ー ク調 に聞こえるのであ るが、 はた してその よ うな音楽 は本 当にフ ォー ク ・ミュー ジッ

クと言 えるのだろ うか。 また もっ と本質的 にどの よう音楽 をフォー ク ・ミュー ジックと

い うの だろ うか とい う疑問が湧いて くる。

この小論 はこの よ うな問に答 えよ うとす るとともに、"フォー ク・ミュー ジックの現在"

を探 ろ うとす るもので ある。その ためにはフ ォー ク ・ミュージ ックが どのよ うな立場 か

らどの よ うに研究 されて きたのか を振 り返 らなければ ならない。

ア メリカで最初 にオー ラル ・トラデ ィシ ョン としてフォー ク ・ミュー ジックに興味 を

持 ったのはハーバー ド大学 ピーボデ ィー ・ミュージアムの若 き文化人類学者ジェシー ・

ウォルター ・フォー クスであ った。国会図書館 のアー カイビス ト、 ジ ョゼフ ・C・ ヒッ

カー ソンによれば、彼は"エ ジソンの発明品"を 学 び、 これは歌や物語 などを録音す る

のに役 立つ ものだ と思 った。 そこで、この ワ ックス ・シ リンダー とい う機 器に よって世

界で最 初の 口承伝統 音楽 が レコーデ ィングされ たのである。それは1890年 代の ことであ

った。だが、「この国の文化 人類学者はフ ォー クスに注 目したがフ ォー クロー リス トはそ
注1

うでは なかった」 と彼は述べ ているよ うに、これは あ くまで も文化人類学の ための研 究

資料集 としての録音で あった。

ヒッカー ソンが言 うよ うに、 この録音は文化 人類学者の専売特許であ るか といえば、

そ うで もない。フ ォー クロー リス トの 中に も例外 はいた。後に、 アメ リカのフ ォー ク ・

一17一



ア メ リカに お け る現 在 フ ォ～ ク・ミュ ー ジ ッ ク事 情

ミュー ジ ックの資料収 集 お よび研 究の 第一 人者 とな るア ラ ン ・ロマ ックスの父 ジ ョン ・

ロマ ックスは今世紀 の初 めに はすで にフ ォー ク ・ミュー ジ ック研 究 のため の資料 と して

ご　 　

カー ボー イ ・ソン グの レ コー デ ィン グを始 めて いるので あ る。

しか し、 いずれの場 合 に して も、 この時期 フ ォー ク ・ミュー ジ ック とい う ものは、文

化 遺産 的 な もの として取 り扱 われ る傾 向が 強 く、 この ままで は消滅 して しま うので何 と

か後世 に伝 えるため に、何 らかの形 で残 してお こ うとい った発想の も とに録音 され た も

ので あ り音楽 的 な面 か ら、 それは ヨー ロ ッパ伝統 の いわゆ る クラ シッ ク音 楽の よ うに学

術的研 究の対 象 として確 立 された地位 を持 つ もので はなか った。 また文学 的 に見れば西

欧の伝 統的 な詩 と比 べれ ば、 二級 品、三級 品の 、 とて も芸術 作品 として研 究の対 象 とは

な らな い、 いわ ば博 物学 的対 象 とみな され て いた こ とは否め な い事実 で あ る。

こ うい った傾 向 は しば ら く続 くの だが、1930～40年 にか けて フ ォー ク ・ミュー ジ ック

の周辺 の環境 に変化 が 見 られ る よ うに なって くる。 その 一つ は録 音機 の発達 で あ り、 も

う一つ は社 会的 な環 境の変 化 であ った。

まず録 音機 器 は当初の ワ ックス ・シ リン ダー か らこの ころに なる と10イ ンチ 、78回 転

レコー ドへ と発達 し録音 量が大幅 に増加 し、 その性 能 もよ くな り録 音技術 に関 して は後

の テー プほ どで はな いに して もどんな もの で も必要 に応 じて録 音 で きる状 態 に まで達 し

た とい える。 言 い替 えれ ば、好 きな もの を好 きなだ け録 音 で きるこ とが可 能 にな ったの

で ある。

第二 の変 化は 、フ ォー ク ・ミュー ジ ックが以前 に比べ て社 会的 な評 価 を得始 め た とい

うこ とで あ る。 その一例 として、 ア メ リカ政府 の機 関 で ある国会 図書館 フ ォー クソ ング

保 存局(ラ イブ ラ リー ・オブ ・フ ォー クソング)が 前 出の ジ ョン ・ロマ ッ クス とその息

子 アラ ンにア メ リカの フ ォー ク ・ミュー ジッ ク録 音 を委 託 した こ とで もこれが 国民大 衆

の文化 と して認め始 め られた こ とを示 してい る。 また この ころか ら当時 の大統領 ルー ズ

ベ ル トのニ ーデ ィー ル政策 との兼 ね合 いか らフ ォー ク ・ミュー ジ ッ クが愛 国的 な もの と

み なされ る よ うにな り、国民 の間 に広 が ってブー ム を巻 き起 こす こ とにな る。 その経緯
ごま ヨ

を ジ ェ ー ム ズ ・ポ ー タ ー は 次 の よ う に 述 べ て い る 。

Itwasjustatthistime,inthemid-1930's,thatahandfuloffolkloristswere

attemptingtowidentheaudiencefortraditionalAnglo-Americanmusic:

RobertGordon,BenBotkin,JohnandAlanLomax,andCharlesSeeger,The

periodofthePopularFrontledtoCommunistLeftanditsintellectualsuniting

behindPresidentFrankRooseveltandturningtotraditionalmusicandsong

asanexpressionofpatriotism.

こ の こ と は 西 欧 の 伝 統 的 な ク ラ シ ッ ク 音 楽 や 詩 と比 べ て 一 段 下 級 で 、 ニ ュ ー ヨ ー ク な

ど 大 都 会 の 左 翼 的 な 知 識 人 層 が 熱 中 し 、 そ の 一 部 は 何 か の プ ロ パ ガ ン ダ を 伝 え る 手 段 と
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ア メ リカ にお け る現 在 フ ォー ク ・ミュー ジ ッ ク事 情

み な され て きた フ ォー ク ・ミュー ジ ッ クが(こ の傾 向 は後 々 まで尾 を引 くが)ア メ リカ

政 府 に認 め られ る こ とに よ って華 々 し く社 会 の表舞 台へ と現 わ れ る よ うに なっ たので あ

る。

もはや ア メ リカの フ ォー ク ・ミュー ジ ッ クは過去 の文 化遺 産 的骨董 品 で も、 下級 品 で

もな く社 会的 に も認知 され 、国 民 に も親 しまれ る もの に なった。 ここ に きて 多 くの 一般

大 衆 が この種 の音楽 に興 味 を持 つ よ うにな った とい えるの で ある。

で は、 国家 か ら承 認 され国 民 に親 しまれ るフ ォー ク ・ミュー ジ ッ ク とはい った い どの

よ うな もの なのだ ろ うか。 それ はあ る分野 の学 問 の研 究 対 象 とな りえ るの か、 また単 な

る過去 の遺 物 では な い芸 術作 品 とな りえるの だ ろ うか。

学 問の研 究対 象 と して フ ォー ク ミュー ジ ックが取 り上 げ られ るの は1950年 ぐらいか ら

で ある。 そ こには大 き く分 けて二 つ の大 きな流 れ があ る よ うに思 われ る。 一つ は言 うま

で もな くフ ォー クロー リス トに よ る もの であ り、 も う一一つ はエ ス ノ ミュー ジ コロジ ス ト

を中心 にす る もの であ った。

ニー ル ・V・ ロー ゼ ンバー グは 『トラン スフ ォー ミン グ ・トタデ ィシ ョン』 とい うフ

ォー ク ・ミュー ジ ック再 評価 の論 集の序 論 で、 フ ォー ク ・ミュー ジ ック研 究史 をた ど り

1950年 に な って 、初 期の よ うにサ イ ド ・ビ ジネスで は な く、 フ ォー クロア を専 門 に研 究

す る新世 代 の研 究者 が現 われ るよ うにな り、1954年 に初 め て インデ ィアナ大 学 が フ ォー

クロアにお け る最 初 の博士 号 を出 した と振 り返 って い る。 また彼 に よる とこれ と同 じこ

ろチ ャール ズ ・シー ガー に代 表 され る よ うなエ ス ノ ミュー ジ コロ ジス トが登場 しフ ォー
な る

ク・ミュー ジッ クを今 まで とは違 った観 点か ら研 究 し始め た。研 究 の対象 は 、フ ォー ク・

ミュー ジ ックを文 化遺 産 と して ど う記録 し保 存 す るか とい うこ とか ら、 その存在価 値 そ

の もの を考 え、 それ を ど う評価 す るか に移 って い った。 この 時期 は この分 野 の研 究 の一

つ の ター ニ ング ・ポ イン トだ った とい え るで あろ う。 で は フ ォー クロー リス トの 立場 と

は 、エ ス ノ ミュー ジ コロジス トの立場 とは どの よ うな もので あ ろ うか。

これ に関 して もロー ゼ ンバー グは示唆 的 な こ とを述べ て いる。 す な は ち彼 に よれば フ

ォー ク ・ミュー ジ ッ クとは どこの だれが 作詞 作 曲 した個 人的 な音楽 とい うもので は な く、

民族 とか種 族 とい ったあ る集 団の 中で共 有 され る普 遍 的 な要 素 を持 った もの なの で あ る。

それゆ え、 その 音楽 を分 析 、解釈 す るこ とに よって その集 団の特 質 な る もの がお のず と
ま　　

明 らか に な る とす るのが彼 の研 究方 法 なの で ある。 この方法論 は ヨー ロ ッパ の 民族 音

楽や ワー ル ド ・ミュー ジ ッ クとい われ る よ うな個 々の 地域 の個 々の 集 団、 た とえば、 イ

ン ドや ア イル ラ ン ド、 な どの フ ォー ク ・ミュー ジ ッ ク研 究 には有効 で あ る と思 え る し、

事 実 ヨー ロ ッパ の学者 を筆 頭 に 多 くの研 究 が行 われ て いる。

しか しア メ リカの フ ォー ク ・ミュー ジ ッ クを本 当 に理 解 す るに は この 方法論 は不 適切

で あ る。 その こ とを理 解 す るため には も う一 度最 初の 基本 的 な疑 問 に立 ち戻 らなけれ ば
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ア メ リカ にお け る現 在 フ ォー ク・ミュー ジ ッ ク事 情

な らない。 す なは ちフ ォー ク ・ミュー ジ ック とい う漠 然 とした概 念 の定義 の問 題へ で あ

る。 これ には さ ま ざまな人が挑 戦 して い るが、 こ こでは二 つの 代表 的 な もの を取 り上 げ

たい。

一つ は アー カ イビ ス トの立場 が よ く表 わ れて い る例 として ヒッカー ソンの定 義 で ある
。

彼 は まず フ ォー ク ・ミュー ジ ッ クとは フ ォー クロア の音楽 的、詩 的一 面 で あ る と捉 え次
　セ　

の よ う に 述 べ て い る 。

Folkloreexistsnotonlythroughtheactionsandutterancesofindividual

persons,butalsowithincollectivebodiesofpeoplefrequentlyrefferedtoas

ノ∂!々gzozφ ∫.Folkgroupsarethosepeoplewhosharetraditionspassedon

orallyorbyexample.Theyaregenerallyisolated,homogeneous,andcohe-

sive,atgeographic,economic,ethnic,religious,orfamiliardeliminations,or

factorsofage,socialgroup,occupation,andsoforth.

フ ォ ー ク ・ ミ ュ ー ジ ッ ク を こ の よ う に 定 義 す れ ば 、 そ の テ ク ス トを 分 析 す る こ と に よ り、

そ の グ ル ー プ の 特 質 を 探 る と い う作 業 は で き る か も し れ な い 。 し か し ア メ リ カ の フ ォ ー

ク ・ ミュ ー ジ ッ ク に こ の 定 義 は 当 て は ま ら な い 。 そ れ は い わ ば マ ル チ エ ス ニ ッ ク と い う

か さ ま ざ ま な 種 類 の 人 達 が 、 隔 離 さ れ る の で は な く ア メ リ カ と い う 社 会 に 溶 け 込 ん で 生

活 し て い る 国 で 、 一 口 に フ ォ ー ク と い っ て も 、 い っ た い い つ の 時 代 の だ れ が そ れ に 当 た

る の か 、 ま た そ の 音 楽 に し て も ジ ャ ズ 、 ブ ル ー ス 、 ソ ウ ル や 、 カ ン ト リ ー ・ア ン ド ・ウ

ヱ ス タ ン 、 ケ イ ジ ャ ン 、 ゴ ス ペ ル な ど さ ま ざ ま な も の が 思 い 浮 か ぶ が 、 そ れ ぞ れ は ど う

な の か と い う 問 題 が 起 こ っ て く る 。 そ れ に 答 え よ う と 試 み る の は ネ トル で あ る 。 彼 は ヨ

ー ロ ッパ と ア メ リ カ の フ ォ ー ク ミ ュ ー ジ ッ ク の 違 い に 触 れ
、「ヨ ー ロ ッ パ で は 一 つ の 国 に

い くつ か の エ ス ニ ッ ク ・ グ ル ー プ が 住 ん で い た と し て も 、 普 通 彼 等 は お 互 い か ら比 較 的

孤 立 し て い る 。 た と え ば チ ェ コ ス ロ バ キ ア[マ マ]で は 知 識 人 を 除 い て は チ ェ コ語 と ド

イ ツ 語 を 話 す 住 民 の 間 に は ほ と ん ど 交 流 が な い し 、 ス イ ス で さ え も ドイ ツ 語 、 フ ラ ン ス

語 、 イ タ リ ア 語 を 話 す グ ル ー プ は 自分 た ち 固 有 の 伝 統 を 持 ち 、 小 さ な 共 通 の フ ォー ク ロ

ア を 共 有 し て い る … 。 し か し ア メ リ カ に お い て は さ ま ざ ま な エ ス ニ ク ・グ ル ー プ が 孤 立

す る の で は な く混 ざ り合 う 傾 向 に あ っ た 。 ア メ リ カ は 文 化 的 統 合 の 長 い 歴 史 を 持 た ず 、

現 実 的 考 慮 か ら小 集 団 グ ル ー プ が 少 な く と も部 分 的 に で も ア ン グ ロ ・ア メ リ カ の コ ミュ

　　 ア

ニ テ ィー に編 入 す るこ とに好意 を示 して きた」 と述 べ て い る。

しか し、 彼は1960年 に発行 され た 『フ ォー クソン グ ・イン ・ザ ・ユナ イテ ッ ド ・ステ

イツ』 の 中で フ ォー ク ・ミュー ジ ッ クの定義 を試 み てい るが、 当時 は まだ単 な る伝 統音

楽研 究 の域 を脱 して は いなか った。 後 にその こ とに気 付 いた彼 は1976年 その著 作 の第三

版 に新 しい序 論 を書 き加 え、 同僚のヘ レン ・マ イヤー ズの助 け を借 りてア フ ロ ・ア メ リ

カ ン ・ミュー ジ ッ クとフ ォー ク ミュー ジ ッ ク ・イン ・ザ ・シテ ィー の章 を拡 大 させ 、 ヒ
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ア メ リカ にお け る現在 フ ォー ク・ミュー ジ ッ ク事 情

スバニ ッ ク ・ア メ リカンの章 を新 し く書 き加 えた。 これ は時代 とと もに フ ォー ク ・ミュ

ー ジ ックの概 念 が変化 して きた こ とを如 実 に表 わ して い る
。

さて 、 その 中で彼 は フ ォー ク ミュー ジ ックの定 義 につ いて次 の よ うに述べ て い るので
注8

引 用 し て み る 。

Folkloristshavehadconsiderabledifficultydecidingwho"folk"are...

Studentsofmusichavealsousedmanydifinitionsof"folk"andfolkmusic,

ForB61aBart6k,folkmusicwassimplypeasantmusic,orruralmusic.For

somescholarsithasmeantthecharacteristicmusicofacountryorethnic

group,whetherruralorurban.Whothefolksareisconstantlychanging.

Todaywiththeproliferationofmassmedia,moderntechnology,andeasy

mobility,theisolatedruralpeasantenclaveshavelargelyvanished,especially

intheUnitedStates.Mostmodernresearcherstendtobelievethatfolk

musicexiststodayandhasexistedinthepastinthetownsandcitiesaswell

aSinrUralareaS.

こ の 文 章 は 今 後 の ア メ リ カ の フ ォ ー ク ・ ミュ ー ジ ッ ク 研 究 が ど の よ う に な さ れ る か に

関 し て 二 つ の 問 題 を 提 起 し て い る 。 一 つ は"フ ォー ク"と は い っ た い 誰 な の か と い う こ

と で あ り 、 も う 一 つ は フ ォ ー ク ミ ュ ー ジ ッ ク に は 過 去 の 音 楽 だ け で は な く現 代 の も の も

含 ま れ る と い う こ と は 、 い っ た い 何 を 意 味 し て い る の か と い う こ と で あ る 。

"フ ォー ク"と は ど の よ う な 人 々 を 指 し て い る の か に 関 し て 彼 は 回 答 ら し き も の を 出 し

て い る 。 彼 は 「"街"に お け る 音 楽 、 の 研 究 は 最 近 に な っ て や っ と ア メ リ カ の フ ォ ー ク ロ

ア お よ び ミ ュ ー ジ コ ロ ジ ー の リ サ ー チ に お い て 必 要 欠 くべ か ら ざ る も の に な っ て き た 。

都 市 の エ ス ノ ミ ュ ー ジ コ ロ ジ ー は 今 ま で 街 中 の エ ス ニ ッ ク 集 団 の 音 楽 を 排 他 的 に 取 り扱

っ て き た 。 し か し 、 田 舎 の フ ォ ー ク ・ ミュ ー ジ ッ ク も し く は 民 族 音 楽 と い っ た 単 純 な 社

会 の 音 楽 研 究 の た め の 技 術 、 理 論 、 方 法 を ア メ リ カ の 都 市 を 形 成 し て い る グ ル ー プ の 間

の 相 互 関 係 の 複 雑 さ を 取 り 扱 え る も の に 修 正 し な け れ ば な ら な い 」と 述 べ 、 「学 者 た ち は

ア ー バ ン ・ブ ル ー ス や ソ ウ ル ・ ミ ュ ー ジ ッ ク の よ う な メ ト ロ ポ リ ス の コ ン テ ク ス トの 中

で 生 ま れ た 新 し い フ ォ ー ク の ジ ャ ン ル に 関 し て 情 報 を 集 め だ し た に す ぎ な い 」 と 結 ん で

ヨま 　

い る。 まさに"フ ォー ク"は 田舎 では な く現 在 では"街"に い るので あ る。

では次 に現 在の フ ォー ク ・ミュー ジ ック とは どの よ うな音楽 なのだ ろ うか。 この 問題

を探 るに はフ ォー ク ・ミュー ジ ックの持 つ伝 統 音楽 的 な面 とは別 の一面 を見 なけれ ば な

らな い。 それ は適 切 な名称 が な いので トピ カル ・ソ ング とか コンテ ンポ ラ リー ・ソ ング

とか呼 ばれ た、 その 音楽 の作 り手 が生 きた時代 その もの を反 映 させ て作 った もの とい う

一 面 で ある
。 この いわ ゆ る トピカル ・ソン グを世 に送 出 すの に大 きな役 割 を果 た した 『プ

ロー ドサ イ ド ・マ ガ ジン』 を後 に集め て編 集 し直 した本 が あ る。 その 序文 で ゴー ドン ・
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フ リー セ ンは この雑 誌 の創刊 の経緯 につ いて次 の よ うに述べ て いる。「第一号 は1962年2

月に出版 され た。 その中 にはボブ ・デ ィランの 『トー キン グ ・ジ ョン ・バ ーチ ・ブ ルー

ス』(も し謄写 版 を印刷 機器 と呼 ぶ な らばボ ブの最初 の印刷 物で あ る)を 含め5つ の作 品

が掲 載 され ていた。 その表紙 には 『ブ ロー ドサ イ ド』 誌誕生 の ための三 番 目の キー ・パ

ー ソンで ある ジル ・ター ナー に よって主に起草 され た短 い文 が あ った。 そ こには、 ウデ

ィー ・ガ ス リー の歌 を引用 して、 次の よ うなこ とが書 かれ てい た。 『トピカル ・ソン グは

植 民地 時代 以来 ア メ リカ音楽 の一つ の重要 な部分 で あった… … 『ブ ロー ドサ イ ド』 は い

わ ゆ る 『フ ォー クソン グ』[こ こで は伝統的 な音楽 とい う意味 で用 いて いる(筆 者 注)]

と呼 ばれ る歌は 発行 しないか も しれ な いが、わ れわれ の最高 の フ ォー クソングはその 発
ゴおユ　

端 か ら トピカル ・ソン グで あ った。』」 と書 いてい る。

す なはち、 フ ォー ク ・ミュー ジ ッ クの特 徴の 一つ はその 時代時代 の、言 い替 えれば 、

常 に現 在 の トピッ クを取 り扱 った音楽 であ る とい う一 面 を持 つ とい うこ とで あ る。 これ

らは 当時 トピカル ・ソン グと呼 ばれ、何年 もの間"愛"ば か りに しが みつ いて きたテ ィ

ン ・パ ン ・ア レイ と呼ば れた流行 歌 と違 って現 在 の トピ ッ クとい う際 限の ない範囲 を取

り扱 うので あ る と彼 は述べ る。

この手の フ ォー ク ・ミュー ジッ クは建 国 以来反抗 者 の音楽 としての長 い苦 難の道 を歩

み、や が て1960年 代の 公民権運 動の 高 ま りやベ トナ ム戦 争の ときの 反戦運動 な ど社会全

体 の 時流 の変化 に乗 って華 々 し く開花 しその最盛 期 を迎 えるの だが、 その い きさつ は後

で取 り扱 うこ とに なる 『ス ミソニ ア ン ・コレ クシ ョン ・オブ ・レ コーデ ィン グス』の解

説書 などで詳 し く知 る こ とがで きるの で ここでは これ以上 立入 らないこ とにす る。

ところで ここで フ ォー クソン グ とい う用語 が何度 か出 て くるが、今 まで は一 貫 して フ

ォー ク ・ミュー ジ ッ クとい う表現 を して きた。 フ ォー クソン グ とい う用語 を避 けて きた

のは、 この用語 は上 で述べ た よ うな、1960年 代 に開花 しその数年 後 には消 えて いった、

当時 ブーム を巻 き起 こ した音楽 に限定 して用い られ る可能 性 が 多いに あるため であ る。

もちろん こ こで論 じてい るフ ォー ク ・ミュー ジ ッ クはその よ うな限定 され た もので はな

く、総 括的 な意味 で用 いて い るこ とをここで念 のため 明言 してお きた い。

さて、 この雑誌 に登場 した人達 は も とも とどの よ うな 人で あったか を考 えてみ よ う。

出版 目的 の一つ は編集 者 シ ス ・カニ ンガム に よれば 「商業音 楽 界がほ とん ど、 また まっ

た く興味 を示 さない よ うな歌 を何 とか 聞かせ よ うとした か った」 とい うこ とで、元 を正

せ ば、プ ロの音 楽家 で もない大学 生 な ど普 通 の人が 自分 の時代の トピ ッ クをギ ター 片手

に語 りか けた音楽 であ った といえ る。 それ が結 果 と して二 年 もたた ない うちに ア メ リカ

中 に広 が った とい うこ となの であ る。 この よ うな普 通の 人達 こそ"フ ォー ク"な ので あ

り彼等 は もちろん現 在の"街"の 住民 なの で ある。

その後、 いわ ゆ る当時 の フ ォー クソン グ ・ブー ムは廃 れ、 その表現 方法 もさま ざまな
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形 に変容 して いったが 、 ある種 の音楽 に合 わせ て トピカルな話題 を語 る とい うスタ イル

は現在 で も生 き続 けて い る。 フ ォー ク ・ミュー ジ ック とは ジャンル を問わ ない大都 会 に

住む現 代 人の心 の歌で もあるのだ。

では大都 会 に住 む現 代 人の フ ォー ク ・ミュー ジ ック とは具 体的 に どの よ うな もの を指

してい るのだ ろ うか。 その こ とを探 るため に も う一 度 フ ォー ク ・ミュー ジ ックの原点 に

立 ち戻 ってみ たい。 も ともとフ ォー ク ・ミュー ジ ッ クの 中の トラデ ィシ ョナル な もの は

文学 作 品の一 ジャンル として ア メ リカ文 学 史の 中で も取 り扱 われ て きた し、 ウデ ィー ・
デ　ユユ

ガ ス リー の作 品や ブルー スな ど を載せ て い るア メ リカ文 学作 品の ア ンソ ロジー もある。

そ こで先 程 か ら議論 して い る現在 の フ ォー ク ・ミュー ジ ックの こ とを もう少 し掘 り下げ

て考 えてみ たい。 それ はア メ リカ現代 詩の 一形 態 として、 も う少 し拡 げて芸術 表現 の一

形態 と して認め られ てい るの だ ろ うか。

この問題 を解 く鍵 を握 って い るのは ア メ リカの詩 人 カー ル ・サ ン ドバー グで あ る。彼

とフ ォー ク ・ミュー ジ ッ クとの間 には深 い関係 が あ る し、 あ る意 味 では、彼 は現在 の フ

ォー ク ・ミュー ジ ックを世 に送 り出す のに大 きな役割 を果 た した功労 者の一 人 であ る と

もい える。 次 のエ ピソー ドを見 てみ よ う。

「1949年 の ク リスマ ス週 間、つ い に ウィバ ー ズは ヴ ィレ ッジ・ヴ ァンガ ー ドでデ ビュー

した。 だが ア ラン ・ロマ ックスが カー ル ・サ ン ドバー グを連 れ て彼 等の 音楽 を聞 きに来

る まで は、反 応は たい した こ となか った。新 聞 はあの偉 大 な詩 人 ウォル ト ・ホ イ ッ トマ

ンの詩 を思 い起 こ させ る よ うな表現 を使 った次 の よ うなサ ン ドバ ー クの 情感 的 な賞 賛 を

掲 載 した。『ウ イーバ ー ズはア メ リカの 草の根 か ら出て きて い る。私 はその こ とに敬 意 を
　ユ　

払 う…… ア メ リカが歌 って い るの が聞 こえ る ときそ こに ウ ィー バー ズがい た。』」

彼 が当時 の いわゆ るフ ォー ク ソン グを過 大 に賞賛 す るには訳 が あった。 彼は既 存の コ

ンベ ンシ ョナル な詩 に失われ て いた活 力 をその種 の 音楽 の なか に見 い出 して いたので あ

る。 彼 は 『ア メ リカ ン ・ソングバ ッグ』 とい うフ ォー クソン グ集 を 自ら編纂 した り、 そ
ま　ユヨ

の なかの歌 を 自らギ ター を抱 えて弾 き語 り、 それ をテー プ に録 音 した りも して い る。 こ

の こ とか ら も彼 の並 々 な らぬ フ ォー ク ・ミュー ジ ックへ の情熱 が窺 え る。 これ と同 じ情

熱 が彼 の代表作 の一 つで あ る 『シカゴ詩 集』 の 中に注 ぎ込 まれて いたの は 当然 の こ とで

あ る。

周智 の よ うにサ ン ドバー グは1916年 この詩 集 の中 で 「シカ ゴ」 と題す るまっ た く新 し

い タイプの詩 を発 表 した。 しか し当初、 その詩 の内容 は あ ま りに も醜悪 で、残 忍 であ り、

またそれ が当時 の コ ンペ ン シ ョナ ル な詩 に親 しん でい たア メ リカの読 者 に とって馴 染 み

の な いフ リー ・バー スで書 かれ て いたため 、それ は詩で は な く読 む に耐 えな い劣悪 な内

容 の散文 に過 ぎない とい う批 判 の声が 多 くあが って いた。

しか し、 その 内容 は ポエ テ ィッ ク ・デ ィクシ ョンに蝕 まれ た コンペ ン シ ョナ ル な詩 の
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空虚 さに較 べ 、新興 都 市 シ カゴの 当時の街 の 活気 あふ れ る様 子 が生 き生 き と描 かれ た現

実性豊 か な詩 だ ったの で あ る。 また形式上 、 これ は詩 では な く単 に散 文 に過 ぎない とい

う当時 あ った批判 に対 しては、 日本 の大学 で教 鞭 を とった こ ともあっ たア メ リカ現 代詩

批評 家 のサ ラ・デ フ ォー ドは次 の よ うに彼 を弁 護 し、 かつ評 価 して い る。 「サ ン ドバ ー グ

の作 品 は詩 なの か散 文 なのか とい うまず 第一 に答 え なけれ ば な らない根本 的 な問題 は、

『彼 は何 を 目論 んで いたか』 とい うこ となのだ。 サ ン ドバー グは 「シ カゴ」を詩 として描

いた こ とは 明 らかで あ る。 彼 の リズム 、 カデ ン ス[こ こでは ミー ターで は ない詩 の調 子

の こ とを言 ってい る(筆 者注)]そ して本 のペ ー ジへ の印刷 の仕 方 も詩的 で あ るこ とを意

図 してい る。 サ ン ドバー グは(今 や 多 くの詩 人た ちが信 じる よ うに なったが)真 の詩 と

は必ず し も伝統 的 な ラ イ ミン グを含ん だ ミー ター で書 かれ る もの では な く、 リズ ミカル
で　 　　

なフ リー ・バー スで も書 くこ とが で きる と確 信 して いた ので あ る」 と断 言 して い る。要

す るに、作 者が詩 を書 こ うと意図 して い た らその時点 で その 作品 は詩 とな りえる こ とを

強 調 し、 ミー ター だけが詩 の リズム を司 る もの では な く、他 に もい ろい ろな音楽 な どの

リズム も考 え られ る こ とをこの文 は示唆 して い る。 残念 なが らサ ン ドバー グは 自分 の詩

を フ リー ・バー スで リズ ミカル に語 りこそ したが、 それ に メ ロデ ィー を付 け ギ ター の伴

奏に のせ て歌 うとこ ろ まで は しなか った よ うで あ るが、 ミー ター に頼 らない リズム は こ

の よ うな活 力 の ある フ ォー ク ・ミュー ジ ッ クの リズム に ヒン トを得 てい たので は ないか

と思 われ る。

いずれ に して も、真の 詩 が、何 かの リズム にの って語 られ る、 詩 を意識 した文体 で あ

る とすれ ば フ ォー ク ・ミュー ジ ッ クは明 らか に現 代 詩 の一つ の形 態 と して成立 す る こ と

は確 かで あ る。 た だ、一 般 的 な現 代詩 と異 なる一つ の点 は特 定の 個 人が その詩 を作 った

とい うこ とが 必ず し も重 要 では な い とい うこ とで あ る。 そ の作 品 をだれが 作 った か よ り

も、 どの よ うな形 に リメイ クまた はア レンジ され て表現 され るか もまた重 要 な問題 とな

って くる。 た とえば 「ザ ・リバ ー ・イズ ・ワ イ ド」 とい う誰 がつ くった か判 らない古謡

が現 在 で もさ ま ざまなアー テ ィス トに よ って リメ イ クされ現 代 の歌 と して甦 り歌 われ る

の もそ の例 であ ろ う。

そ こで、 デ フ ォー ドの言葉 を借 りれば 、 フ ォー ク ミュー ジ ックが芸 術作 品 、す なは ち

ア メ リカ現 代 詩の 一形 態 であ る とい うこ とは、 その作 品 を何 らかの 形で 表現 す る人が 、

それが 自分 のつ くった もので あれ 、他 人の もの をア レンジ した もの で あれ、詩 的 で あ る

と意 識 して表 現 した もの で あ る とい うこ とに なる。 もしそ うであ るな らば それ は立派 に

詩 と して成 り立つ の で あ る。真 の詩 とは必ず しも今 までの よ うに印刷 物 の なかで のみ 見

られ る よ うな ものば か りでは な く、何 らかの リズム(さ まざ まな種類 の 音楽 が考 え られ

る と思 うが)と 共 に表 現 され る 「詩 」 を目論 ん だ文 体 で あ る とい え る。

だか ら、 フ ォー ク ・ミュー ジ ックの 中 に素 晴 しいア メ リカ現 代詩 を見つ け出す こ とは
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もちろん可 能 で あ り、 それ こ そがア メ リカ現代 詩批 評家 の 今後 の課題 の一 つ に な るで あ

ろ うと思 われ る。

た だ し、 前 に も述べ た よ うに、 自分 の作 品 に しろ、他 人の作 品 に しろ、伝統 的 な もの

を リメイ クした もの に しろ、 フ ォー ク ・ミュー ジ ッ クのアー テ ィス トは それ を本 のペー

ジに印刷 す るの で は な く(CDな どで 発表 す る場 合 詩 をよ りよ く知 って もら うため 印刷

物 を付 け た りす るこ とは あ るが、 それ 自体 を 目的 として本 に印刷 す る こ とは ない)演 奏

とい う形で表 現 す る。 これが最 後 に触 れ な けれ ば な らな いフ ォー ク ・ミュー ジ ックのバ

ー フ ォー ミング ・ア ー トと しての 一面 で あ る
。

現 在 のフ ォー ク ・ミュー ジ ッ クとは何 か の音楽 的 な リズム に乗せ て詩 的 で あ る と意識

した メ ッセー ジを相手 に伝 える もので あ る とす れば 、 その音楽 形 式は何 も60年 代 に流行

した よ うな いわ ゆ るフ ォー ク ソン グに典 型的 で あ ったア コー ス テ ィ ック楽器 の み を用 い

た もので な くて もよい し、 ジャ ズ、 ブ ルー ス、 ソウル、 カン トリー ・ア ン ド ・ウエ スタ

ン、 ロ ック とい った あ らゆ るジャ ンル を超 越 して存在 す る もので あ る。 アー テ ィス トは

ただ詩 を意 識 し、 それ を自分 が一・番 ヨ くフ ィッ トす る と思 える音楽 に合 わせ て表現 す れ

ば よいの で ある。

そ こで、 それ をいか に うま く効 果的 に伝 え るか とい うこ とが 問題 に な って くるが、 そ

の伝 え方の例 としてパ ン ク ・ミュー ジ ックの こ とを考 えて み たい。 ロー ズ リー ・ゴー ル

ドバ ー グは20世 紀 初頭 か らの パー フ ォーマ ンスの歴 史 を概 観 した彼の 著書 『パ ー フ ォー

マ ンス 未 来 派か ら現在 まで』 の 中でパ ン ク ・ロ ッ クに触 れ 「この 最初 は非 常 に若 く

未 熟で未 経験 な 『ミュー ジシャ ンた ち』」 がパー フ ォー ミン グ・アー トに与 えた影響 の大

きさ を強 調 して い る よ うに、特 に ライブ な ど聴衆 に直接 訴 えか け る ときフ ォー ク ・ミュ

ー ジ ッ クにお い て も音楽 面 だ けで は な く
、パ ー フ ォー マ ンス と しての視 覚 的 な面 も重要

を　　ら

視 しな ければ な らな くな って きた こ とは確 かで あ る。

この 意味 で 、今後 はバ ン ク ・ミュー ジ ッ クの よ うな視覚 面 を強調 した音楽 も視 界 に 入

れ て、総 合芸 術 として フ ォー ク ・ミュー ジ ックを捉 えて い く必 要 があ る と思 わ れ る とい

うこ とを付 け加 えてお きた い。

以上議 論 して きた よ うに フ ォー ク ・ミュー ジ ック とは 田園的 な イ メー ジ とは程 遠 い、

現在 の 大都市 に生 き続 け る生 々 しい芸 術表 現 で あ るこ とが 明 らか にな った。 そ して これ

は狭 い範 囲 では な く、 さ ま ざまな角度 か ら広拡 的 に研 究 され るべ きもの で あ るこ と も解

って きた。 た とえば フ ォー クロア の面 か らは、 昔 か らあ る トラデ ィシ ョナル な もの が現

在の アー テ ィス トに よって、古 い単 語 や表現 を新 しい もの に置 き換 え られ、 どの よ うに

現 代 的 に リメイ クされ、 われ われ の時代 に合 った もの に なって い るか な どを考 える こ と

も必要 で あろ うし、 エ ス ノ ミュー ジコ ロジーの観 点 か らは、 い った い現在 の フ ォー ク ・

ミュー ジ ッ クに は どの よ うな グルー プ の どの よ うな特 質 が表 わ れて い るの か 、 それは今
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まで の よ うな特 定 の地域 の 音楽 だ けで はな く、例 えば 、国や 地域 を超 えたあ る世 代 とか

あ る共通 した趣 向 を持 った人達 とか もう少 し違 った グループ の こ とも考慮 したほ うが い

い ので は ないか とい う問題 もあ るで あろ う。 また文 学批 評 の立場 か ら、 どの よ うな作 品

や アー テ ィス トが優 れた フ ォー ク・ミュー ジ ッ クといえ るのか とか 、パ ー フ ォー ミン グ・

アー トとして は どの ラ イブ演 奏が 優れ て い るか な ど、 さ まざ まな面 か らの アプ ロー チが

必 要 に な って くる。 とい うの も現 在 の フ ォー ク ・ミュー ジ ックは主 に大都市 に住 む現 代

人の正 に"わ れわ れの 時代 の詩"で あ る と同 時 に芸 術表 現 の一つ で あ るか らだ。.
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